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2022-23年度 上田ロータリークラブ
●会長　矢島 康夫　●副会長　小幡 晃大・三井 英和　
●幹事　櫻井 雅文　●会報委員長　酒巻 弘

［会長挨拶］ 矢島康夫　会長
　本日は９月12日のガバナー公
式訪問に先立つ、ガバナー補佐
訪問です。
　佐藤ガバナー補佐、そして
服部ガバナー補佐幹事には大変
お忙しい中お越しいただき、先ほどはご指導をいただき
まして誠にありがとうございました。
　また、例会後は、クラブアッセンブリーにお付き合い
いただきご指導賜りたく、よろしくお願い申し上げます。
　さて、昨今の新型コロナウイルス感染警戒レベルから
すると、昨年までですと行動制限が要請され、このよう
に対面では例会が開催できない状態でした。
　しかし、第７波からは、行動制限の要請もなく、９月
７日からはＧ７並みの入国制限に緩和され、個人個人が
感染予防を徹底しながら、経済も元の状態に戻すべく、
ウィズコロナの時期に入ってきました。ワクチン接種や
治療薬の実用化などまだまだ先の長い戦いになると思い
ますが、何とか通常例会の開催ができるよう努力を重ね
て行く所存です。
　ウイルスといえば、ロータリーではポリオウイルスで
はないかと思います。
　日本では、ポリオというより「小児麻痺」というほうが
解りやすいと思います。
　すでに日本では患者が出ていないわけですが、これも
毎年約100億円の費用を費やしてポリオワクチンの接種
を行っているからです。
　我々が寄付をしているポリオの寄付金は、いろいろな
団体（有名なところではマイクロソフトのビル＆メリン
ダ・ゲイツ財団）が上乗せし６倍となって、全世界のポ
リオ撲滅運動の資金になっています。

第２８７９回例会（令和４年８月29日）

　あともう少しで人類が撲滅した天然痘に続き、２番目
の撲滅感染症となる日が近くなってきました。
　偉そうにここまでポリオの話をしてきましたが、実を
言うと土曜日に行われたロータリー財団のセミナーで得
た知識です。
　皆様の会費から毎年ロータリー財団基本寄付、米山奨学
会基本寄付金、ポリオプラス、ロータリー平和センターへ
寄付金を支払っています。
　昨年度の米津会長が、ロータリアンであることが奉仕
活動であると話されました。会費納入１つ取っても全世
界に対する奉仕活動の一端を担っていると考えます。今
後も皆様のご協力をお願いいたします。

［ガバナー補佐訪問　講話］

 東信第二グループガバナー補佐　佐藤重喜 様
　ガバナー補佐訪問でまいり
ました。
　貴クラブは1959年初代会長柳
沢健太郎氏、幹事沓掛信敏氏か
ら今期63代会長矢島康夫さん、
幹事櫻井雅文さんと続く伝統あるクラブで、当然の事な
がら我が丸子ロータリークラブの親クラブであり長野
ロータリークラブ、小諸ロータリークラブ、戸倉上山田
ロータリークラブ、上田東ロータリークラブ、上田西ロー
タリークラブの立ち上げにもご尽力いただきこの地域の
中核となるクラブです。
　今期、矢島会長は「ロータリーの基本を踏まえ、時代
の変化に対応した活動を目指して」をテーマに挙げてお
られます。
　重点施策として、例会を中心とした明るく楽しいロー
タリー活動を第一に掲げております。楽しいロータリー



の友達をたくさん作ってくださいと上沢広光ガバナーも
仰っております。
　親睦活動に重点を置いた事業の推進、これも上沢ガバナ
ーの楽しいロータリーにと言う思いだと思っております。
　継続的な奉仕活動の検討とあります。ポリオプラスの
募金活動の推進を仰せ使って来ておりますのでこちらも
よろしくお願い申し上げます。
　ロータリー財団、米山記念奨学会へのご寄付、地区の
各委員長さんからも要請を受けておりますのでご協力よ
ろしくお願いします。
　クラブ内デジタル化の推進とあります。時代の要請と
思われます、是非我々にも勉強させていただけるとあり
がたいです。
　広報活動の推進とホームページの充実とあります。
Facebook、YouTubeなどご活用でしたらご教授願えれ
ば幸いです。
　５年後、10年後を見据えた会員増強とあります。間違
いなく高齢化していきます、５年、10年後の姿を見据え
ていく事はリーダーの必須条件だと思います。
　素晴らしい会長、幹事のもとに上田ロータリークラブ
の益々のご活躍を祈念しご期待しております。
　本日は、ありがとうございました。　
　非力なガバナー補佐ですがよろしくお願いします。

［ガバナー補佐幹事　挨拶］

 東信第二グループガバナー補佐幹事　服部　正 様
　今年度、ガバナー補佐幹事を
務めます服部でございます。どう
ぞよろしくお願いします。上田ク
ラブさんとは、親睦ゴルフをする
ことが多々ありまして、こんな
私ですけども誘っていただいて、楽しくゴルフをやらさ
せていただいております。最近、親睦ゴルフがないのが
残念でした。しかし、今度、ゴルフは丸子が幹事になり
ましたのでしっかり段取りしていきたいと思います。
　さて、地区の会議とかに色々な出席したりしています。
その時の話題に、マイロータリーの登録を 100% 目指す
というのがありました。３年前、私がクラブ会長の時に、
マイロータリーの登録を100%目指すということがあり
まして、じゃあ、どうしようかと悩みました。それで、
パソコンの得意な方に会員全員の、メールアドレスを調
べてもらって、無理やり100%にするということをやっ
たんです。上田ロータリーさんは確か40%ぐらいでした
か、そもそもマイロータリーが必要かどうかって言う議
論もあるのですが（笑い）、地区の要請は「目指してくだ

さい」なので、そうであれば、パソコンの上手な方にア
ドレスを調べていただいて、100%に近づけていただけ
ればいいのでないかと思います。今、丸子も85%ぐらい
にはなってるのですけども再び100%目指していきたい
と思います。
　年次寄付150ドルにつきましては、丸子は久保山礼子
さんというしっかりした事務局員に管理してもらってる
いるので、知らない間に達成しているだけですが、先ほ
どのお話しでは上田クラブさんも、いっぱいお金が貯ま
ってるということでしたので、達成していただけると、
地区からも喜ばれるんじゃないかなと思いました。

［『ロータリーの友』　８月号　紹介］

 雑誌委員会　田邉利江子　委員長
　８月は「会員増強・新クラブ結成推進月間」です。
「多様性のあるクラブづくりへ　女性会員を増強しよう」

という特集が組まれています。

　はじめに表紙について
　横組み41ページに表紙について紹介があります。
　今年度は「多才な障害者アート」をお届けします。とい
うことで、８月は段ボールで作ったパイナップルのウク
レレの作品が表紙を飾っております。

　それでは、本文にはいります。
　横書き４ページから
◆ＲＩ会長メッセージ
　「すべては招請することから始まる」

　ロータリーに入会した理由やきっかけは人それぞれに
様々ありますが、全員に共通する入会理由には、ロータ
リーの会員から「招請」されて入会をしています。そし
て私たち会員は、いつでも誰かを「招請」することがで
きます。
　会員の皆さまがロータリーの一員であると感じられる
ような体験を大切にするには、単に会員層を多様化すれ
ばよいという話ではありません。「例会やイベントを、
本音で話し合えるオープンな場にし、会員たちが『自分
は歓迎されている』と感じられて、居心地のよい場所に
しなくてはならないのです。」そのためには、入会の障壁
を取り除き、インクルージョン（包括性）のために、扉を
開かなくてはなりません。
　ロータリー組織全体の「多様性、公平さ、インクルー
ジョン」を推進するために、今こそ次の一歩を踏み出す
べきと、ＲＩ会長からのメッセージとなっております。



　横書き７ページから
◆特集 会員増強
　多様性のあるクラブづくりへ「女性会員を増強しよう」

ということで、全国の女性会員を対象に行ったアンケー
トの結果や意見がまとめられています。

　横組み11ページには
　女性の入会のハードルを高くしている要素のトップ
に、「男性中心であること」が挙げられています。

　横組み12ページには
　「日本の女性会員比率」219の国と地域中、日本は217位。
女性は7.3%と他国と比較すると女性会員の比率が低いと
いう現状にあります。

　そして横組み13ページ
　「女性会員のクラブ満足度」をみてみますと、約７割の
女性会員が所属クラブに満足してロータリーを楽しんで
いるという結果が出ています。
　現在、日本ロータリーにおいて女性会員比率が低いの
は、日本以外の国と比べた場合、女性の経営者や管理職
の比率が低いことも一つの要因としてあります。
　全体のまとめとしては、入会された女性会員の満足度
が高いのであれば、男女区別することなく、積極的に女
性の職業人にもお声がけをしていけば、おのずと女性会
員比率も向上していくように思います。という結果であ
りました。

　横組み33ページ
◆ニュージェネレーション
　縁あってロータリーに触れた若者たち。彼らはいま、
何を思い、どんなことに挑戦しているのでしょうか。お
二人の記事が掲載されています。
　下の段、「多様性の尊さと向き合う」平澤茉歩さんは、
ニューヨークのブルックリンで10ヶ月間過ごした中で
「多文化共生って一体何なのだろう？」という経験をする
中で「私たちは誰一人として同じではなく、それぞれに
個性があって、違いがあるのは当然。だからこそ、異な
る相手を無視したり否定したりするのではなく、物事に
は多様な見方があることを知り、共に生きようとする姿
勢が求められているのではないかと思います。」という思
いに、私も共感いたしました。

　次に縦書きを紹介いたします。
　縦書き４ページから
◆SPEECH「危機を乗り越える夢と戦略」

　廃れていくかのような鉄道には活用方法があります。
鉄道は「夢と希望を乗せて走っている」のです。鉄道を上
手に使うことによって、地域はもっと栄えるのではない
でしょうか。鳥塚　亮様のスピーチです。
　2009年から2018年までは、千葉県のいすみ鉄道株式会
社の社長として、廃止対象線路から存続できる見通しが
立つまでの９年間のストーリーが掲載されています。現
在は、2019年８月から新潟県のえちごトキめき鉄道株式
会社の社長として活躍されています。赴任した10月には
台風による大雨で大きな被害を受け、その後も新型コロ
ナや緊急事態宣言、2021年は大雪と災難が続き、都会や
海外からの観光客がコロナで全く当てにできませんでし
たので、まず当地の旅行実態を調べ、地元に需要がある
のではということで「地元の人たちによる地元再発見の
旅！」を提唱し、企画・開催され多くのお客様をよんで
います。
　どんな組織でも、今あるものを活用することによって
人が集まり、活性化していけるものだと私は考えていま
す。と結びの言葉で締めくくられています。

　縦書き９ページから
◆この人訪ねて
　三重県の久居ロータリークラブ

　インテリアデザイナー山川富喜子さん紹介

　ご両親は三重県で家具製造会社を創業しており、山川
さんは一人娘さんです。毎週火曜日から金曜日は東京。
土曜日から月曜日は三重という生活を30年以上続けら
れ、コロナ禍以前は、イタリアやアメリカ、中国など海
外には月２回行き、これまで行った国は43カ国。現在会
社は、77年の入社当時に比べ、10倍以上の年商と大躍進
を遂げています。2021年11月より代表取締役会長に就任
され、現在は長男さんが社長に就任しています。
　関連会社として株式会社イオスコレクションの代表取
締役社長としてデザインプロデュース、三重アクターズ
養成所、英会話教室の運営をはじめ、多方面で様々なプ
ロジェクトに携わっています。また、若者育成支援にも
注力しており、ボランティア活動として地元三重県の中
学校をはじめ国内外の大学、専門学校へも赴き若い世代
へのデザイン特別講義を行っています。
　笑顔がとても素敵な、アクティブな女性。山川富喜子
さんにとても惹かれます。
　一度お会いしてみたいなと思う、この人訪ねてです。

　横組み16ページから
◆友愛の広場
　相模原ロータリークラブの創立60周年記念式典でソン



グリーダーを務めた、佐藤清一会員は、今年４月14日に
満100歳を迎えられました。100歳を迎えた現在も、多方
面で活躍され、若手会員の尊敬と憧れの存在として紹介
されています。
◆2022-2023年度 新コーナー
　縦組み16ページ　友愛の広場に「うちの子」紹介で、ペ
ットの「ワンちゃん」「ネコちゃん」「うさぎちゃん」が紹介
されています。ご自慢の「うちの子」をぜひロータリーの
友にデビューさせてみませんか？
　横組み43ページにご投稿の案内があります。ぜひご紹
介ください。
　その他、多くのロータリークラブでの活動が、掲載・
紹介されています。会報で紹介した記事について、より
詳しい内容は「ロータリーの友」をご覧ください。

［幹事報告］ 櫻井雅文　幹事
１．米山梅吉記念館
　　秋季例祭のご案内と賛助会
　　入会のお願い　　
２．地区事務所
　　コーディネーターニュース
　　９月号
　　「第20回記念ロータリー全国囲碁大会」のご案内
３．例会変更　軽井沢ＲＣ　８月29日㈪　定受なし
　　　　　　　　　　　　　９月５日㈪　定受なし
　　　　　　　　　　　　　　　19日㈪　定受なし
４．会報恵送　上田西ＲＣ、東御ＲＣ、上田六文銭ＲＣ
５．蓼科ＲＣ　クラブ計画書

［ニコニコＢＯＸ］ 宮川　泰　副委員長
　飯島幸宏さん　石井 人さん
伊藤典夫さん　内河利夫さん
小幡晃大さん　北村修一さん
窪田秀徳さん　桑原茂実さん
小山宏幸さん　酒井喜雄さん
酒巻弘さん　島田甲子雄さん　関啓治さん　滝沢秀一さん
田中克明さん　田邉利江子さん　田原謙治さん　成澤厚
さん　林秀樹さん　保科茂久さん　三井英和さん　矢島
康夫さん　栁澤日出男さん　横沢泰男さん
 本日喜投額　24名　￥225,000
 　累　計　　　　￥342,000

［例会の記録］

司会：小山宏幸　会場・出席委員長　
斉唱：ロータリーソング「四季の歌｣　
●ガバナー補佐事前訪問
●ゲスト
　東信第二グループガバナー補佐　佐藤重喜様（丸子ＲＣ）
　カバナー補佐幹事　服部正様（丸子ＲＣ）
●会長挨拶
●幹事報告

［出席報告］ 小山宏幸　委員長

［本日のメニュー］

●ミックスフライ（海老、とんかつ、帆立）
●茶碗蒸し　●ほうれん草の焙煎ごま和え
●ごはん　●味噌汁　●香の物　
●メロンと西瓜のデザート　

［次回例会予定］

９月12日㈪　ガバナー公式訪問（丸子ＲＣと合同例会）
 （９月５日発行）
 【会報担当】　金子良夫　会報委員

本日 前々回
（8/8）

会 員 数 58 58

出席ベース 54 54

出 席 者 数 40
コロナ欠席３ 39

出 席 免 除（b）
（　）内は出席者数

7（3） 7（3）

出 席 免 除（a） 0 0

メークアップ
（ ）内 は Make up 後

0（39）

出 席 率 79.62
コロナ禍の為

100


